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研究成果の概要 

樹木と微生物はそれぞれ、森林生態系における主要な生産者と分解者として炭素循環を担う。しかしな

がら、分解者である微生物が炭素循環系で果たす役割の大きさやその分子機構について十分には理解

できていない。そこで本研究では、生態系内の分解者コミュティと樹木の両者を包含する形で実験室内

で生態系を再構築し、相互作用解析を通して樹木分解戦略の分子メカニズムやその進化、炭素循環に果

たす役割の包括的な解明を目指す。 

本年度は、まず担子菌の遺伝子組換え系の構築に向けて、担子菌に最適化した組換え系システムを構築

した。さらに、蛍光タンパク質をレポーター遺伝子として用い、異種発現において最適なプロモーター

を選択した。また樹木-腐朽菌相互作用解析を通して病原性に重要な遺伝子群を特定した。さらに本組

換え系を用いて、病原菌の遺伝子を導入することで、腐生菌が病原菌の特徴を一部獲得することも証明

できた。今後は、分解者コミュニティ解析を取り込み、本組換え系を改良・活用することで、創発研究

を大いに推進すると考えらえる。 
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